
2021年 6月 10日 

1 
© 2021 B&Company Vietnam Co., Ltd. 

COVID-19 に対するベトナム人の反応（第 4 波調査） 
 
第 4波発生（2021年 5月） 

 
2020年 1月に新型コロナウイルスの最初の感染例が確認されてから、ベトナムは第 4波のアウトブレイクが発
生し、全世界がこの未曾有のパンデミックと戦っている。それから 1年間は、コロナ禍以前の高い経済成長率
に比べるとはるかに小さいが、プラスの経済成長を遂げた世界でも数少ない国として認識されている。 

 
世界では新常態（ニューノーマル）の 2年目に突入し、多くの深刻な影響を受けている国では集団免疫を獲得
し、一刻も早く自由に移動できる旧常態（オールドノーマル）を取り戻すべく、広範囲で迅速なワクチン接種
を実施している。一方、ベトナムでは地域社会での感染者が急増し、パンデミックに直面している。新開発の
ワクチンがすぐに効果を発揮するかどうか、過去のように経済活動に支障をきたさずに対処できるかどうか、
現時点ではまだ具体的な答えは出ていない。 

 

 

 
B&Companyは 2020年に 2度（2月、4月）、ベトナム人の新型コロナウイルスに対する認識を調査している
が、第 4波のパンデミックを経験している今、新たに調査を実施することにした。コロナ禍になってから 1年
半が経過し、新型コロナウイルスに対する人々の理解も深まっているため、興味深い結果が得られるだろう。
B&Companyのオンライン調査プラットフォーム「BEAN Survey」を活用し、質問票も 8割がそのままである。
（2020年 4月の調査結果） 

https://beansurvey.vn/
http://b-company.jp/ja/vietnamese-reaction-covid-19-jp-2/
http://b-company.jp/ja/vietnamese-reaction-covid-19-jp-2/
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主な調査結果 

 
1. 情報源に対する信頼度 

(1) 新型コロナウイルスに関する情報源としては、特に中高年層ではテレビやオンライン新聞が上位を占
めているが、若年層ではソーシャルメディアが人気である。多くの人は Facebook や Zalo、WOM など
で関連ニュースを目にしているが、最新情報を維持するために積極的に利用しているわけではない。 

(2) テレビ、政府Web サイト、病院Webサイト、新聞などの公式な情報源が最も信頼されている。 
(3) ソーシャルメディアは普及しているが、その信頼性は低いと思われている。 
(4) この 1年半でフェイクニュースや噂は減っているようだ。今はワクチン接種に関するものが多い。 
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2. 習慣の変化 
(1) この 1年半で、人々の意識は高まり、必要以上に買いだめする傾向はなくなった。衛生・医療用品は

必要なものだけ 1週間以内まで、飲食料品は 2週間以内までに収めるようになった。本当に必要な食
品や簡単で便利なものが選ばれている。高所得層ほど買いだめ量が少ない傾向があるようだ。 

(2) 在宅勤務をする、マスクを着用する、人混みを避ける、手を洗うなどが新しい常識になっている。 
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3. 政府の対応策に対する認識 
(1) 98%が所属する組織のガイドラインに従っている。2021年 5月の政府の対応策には疑問を思う人もい

るようで、「非常に効果的」の回答割合は 69%から 35%に減少している。 
(2) とはいえ、96%は「効果的」だと考えている。 
(3) 政府の対応策のなかでも、予防接種に関するものに対する改善の必要性がありそう。 
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4. コロナ禍の状況評価と今後の展望 
(1) 54%が感染流行は 2021年内に収束すると考えているが、おそらくワクチン接種による。年齢が高いほ

どパンデミックは長く続くと考えているようだ。 
(2) ワクチン接種を希望する人が過半数である。 

 

 


